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の影響を検討するために anti-ratplatelet serumを用いた血小板減少群を設定した。 Kup百er細胞は蛍光色素封
入リボソームを虚血 60分前に頚動脈カテーテルより投与することで蛍光標識し、また、血小板は
Rhodamine6Gを用いて蛍光標識した。 20分の全肝虚血を施行し、虚血前および再潅流後 30、60、120分時




























本論文の要点は、第一に Kupffer細胞と血小板の肝類源内動態を real-timein vivoで同時に観察することを
可能としたo Ex vivoによる実験系にて、 2種類の蛍光色素を用いることで、血小板やを Kup古er細胞を活性
化することなく蛍光標識し、生体蛍光顕微鏡下の観察システムを観察した点は大いに評価出来る。第二に肝
虚血再潅流後早期相の血小板の Kupffer縮胞および類j河内皮細胞への穆着が、その後の肝虚血再濯流障害に
関連していることを突き止めたことも病態医学的意義は大きいと考える。
今後において、血小板と Kup百er細胞の謬着が非特異的なメカニズムで生じるのか?あるいは、肝虚血再
還流障害の病態では、 Kup百er細胞に表面分子や接着因子などが表出して謬着が生じるのか?また、両者の
謬着により誘導される肝組織障害の発生メカニズムの解明など、これらの周辺に関する研究成果に大いに期
待を寄せたし ¥0
平成 24年 12月28日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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